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平成３１年第２回教育委員会臨時会 

 

平成３１年２月１８日（月）午前１０時０２分開会 

市役所６階 ６０２会議室 

 

議題 （１）議案第８号 「東久留米市第２次教育振興基本計画 平成３１年度事業計画」の

策定について 

   （２）議案第９号 請願に対する回答について（「教科書採択に関する請願」） 

      （３）諸報告 

   （４）議案第１０号 東久留米市教育委員会生徒表彰について 

    ※ 議案第１０号の審議は非公開で行われましたので、公開している会議の議事録に 

は掲載していません。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席者（５人） 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

東久留米市教育委員会会議規則第１３条の規定に基づき出席を要求した者の職氏名 

教 育 部 長 森 山 義 雄 

指 導 室 長 宍 戸 敏 和 

教 育 総 務 課 長 小 堀 高 広 

学 務 課 長 島 崎   修 

生 涯 学 習 課 長 森 田 吉 輝 

図 書 館 長 佐 藤 貴 泰 

主幹・統括指導主事 荒 井 友 香 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

教育総務課庶務係長   鳥 越 富 貴 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

傍聴者 ６人 

教 育 長 園 田 喜 雄   

委       員 
（教育長職務代理者） 尾 関  謙一郎   

委       員     細 田 初 雄   

委       員 宮 下  英 雄 

委       員 馬 場  そわか 



 

－2－ 

  ◎開会及び開議の宣告 

（開会 午前１０時０２分） 

○園田教育長 これより平成３１年第２回教育委員会臨時会を開会します。委員は全員出席で

す。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎議事録署名委員の指名 

○園田教育長 本日の議事録の署名は宮下委員にお願いします。 

○宮下教育委員 はい。 

 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ◎会議の進め方 

○園田教育長 本日の会議の進め方について説明をお願いします。 

○小堀教育総務課長 公開で行う議案第８号及び第９号の審議及び諸報告の後、非公開で「議

案第１０号 東久留米市教育委員会生徒表彰について」の審議を行っていただきます。よろ

しくお願いします。 

○園田教育長 委員の皆様にお諮りします。先に公開で議案第８号及び第９号の審議及び諸報

告を行い、続いて、非公開で議案第１０号の審議を行いたいという説明がありましたが、よ

ろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎傍聴の許可 

○園田教育長 傍聴の許可に入ります。傍聴の方はいらっしゃいますか。 

○鳥越庶務係長 いらっしゃいます。 

○園田教育長 お入りいただきます。 

（傍聴者 入室） 

 傍聴の方にお知らせします。議案第１０号は非公開で審議を行いますので、その際はご退席をお

願いします。なお、お配りしている資料は、お入り用の場合はお持ち帰りいただけます。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎議事録の承認 

○園田教育長 議事録の承認に入ります。１月１１日開催の第１回定例会及び１月２２日開催の第

１回臨時会の議事録についてご確認いただきました。特に修正のご連絡はありませんでしたが、

よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

異議なしと認め、いずれの議事録も承認されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎議案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○園田教育長 議事に入ります。日程第１、「議案第８号『東久留米市第２次教育振興基本計

画 平成３１年度事業計画』の策定について」を議題とします。教育部長から説明をお願し

ます。 

○森山教育部長 「議案第８号『東久留米市第２次教育振興基本計画 平成３１年度事業計
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画』の策定について」、上記の議案を提出する。平成３１年２月１８日提出。東久留米市教

育委員会教育長、園田喜雄。提案理由ですが、平成３１年度から３５(２０２３)年度までの

５か年の計画期間である「東久留米市第２次教育振興基本計画」により市の教育行政を推進

するため、単年度計画を策定する必要があるためです。詳しくは各担当から説明します。 

○宍戸指導室長 「東久留米市教育振興基本計画 平成３１年度事業計画」のうち、指導室所

管分について説明します。内容が多岐にわたるため、特徴的な事業について説明します。 

新年度は、学校の取り組みの推進や教員の資質向上を中心に進めていきます。１ページ目

の「Ⅰ 人権尊重と健やかな心と体の育成～健全育成～」「１ 個性を認め合う教育の推

進」「（１）人権尊重教育の充実」「②自己肯定感・自己有用感の醸成」をご覧ください。

２項目目の「一人ひとりの個性を尊重するため、全校で『人権教育全体計画』を見直し、作

成します。また、「児童・生徒の『自己肯定感』『自己有用感』の育成を図るためによい点

や可能性を見付ける活動を進めます。」では、〔全校が「人権教育全体計画」を作成▼国の

学力調査の学校質問紙調査「調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、学校生活の中で、

生徒一人ひとりのよい点や可能性を見つけ評価する（ほめるなど）の取り組みをどの程度行

いましたか」へ「当てはまる」と回答した率８０％以上〕を目標値として取り組みを進める

こととしました。これは、本市の子どもたちの傾向として、自己肯定感や自己有用感の低さ

があるため、先ず、学校の教員が子どもたちのよさを見つけ評価する取り組みを推進するた

めです。 

次に、２ページ目の上段です。「３ いじめ問題への対応」「（１）いじめ問題への対

応」「①いじめ防止対策推進基本方針に基づいた取り組みの推進」をご覧ください。１項目

目「いじめの未然防止、早期発見・早期対応に努めるため、いじめの適正な把握に向けた研

修を実施するとともに、いじめの解消率の維持に努めます。」では、〔いじめの発生率の学

校間格差を前年度よりも縮小▼いじめ解消率９０％以上の維持▼全校がＳＮＳ学校ルールを

策定〕としています。本市でも、いじめ発生件数の最も少ない学校では十数件、最も多い学

校からは１００件を超える報告があり、児童・生徒一人当たりの発生数に大きな格差があり

ます。着実な未然防止の結果、いじめが防止できているケースもあると考えますが、いじめ

の早期発見、早期対応に向けて学校間や教員間での認知の感覚をできるだけそろえるために、

このような取り組みを進めることとしました。 

続いて、下段の「Ⅱ 確かな学力の育成～学力の向上～」「１ 確かな学力の育成」

「（１）知識及び技能の確実な習得」をご覧ください。「②基礎的・基本的な学力の定着と

学ぶ意欲の向上」では、次の３ページ目１項目目「外部人材を活用し、基礎学力の補充の機

会を充実させ、あきらめずに問題に取り組む姿勢を育てます。」で、「学力パワーアップサ

ポーターの活用」を行い、この活用状況について確認します。また、「国の学力調査におけ

る無回答率７％以下」を目指します。今年度までは学力向上指導員が各学校の実態に応じて

国語や算数、数学などの支援や補充指導を行ってきましたが、この事業を拡充し、次年度か

らは学力パワーアップサポーターとして週に３回、５時間ずつ全校に配置します。来年１年

間実施して、翌年度、翌平成３２年度の４月に実施される全国学力学習調査の無回答率の減

少を目指すものです。次に、「（２）思考力・判断力・表現力の育成」「①ＩＣＴ機器活用

等による多様な指導方法の工夫」をご覧ください。１項目目の「ＩＣＴ機器の活用を進める

ためにプログラミング教育・ＩＣＴ機器活用の研修を実施します。」では、「プログラミン
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グ教育・ＩＣＴ機器活用研修の実施」を行います。また、「研修内容を業務に生かしたいと

回答した教員を８０％以上」にします。事業の対象は、ＩＣＴ機器の活用に不安を感じてい

る教員に絞り、基礎的、基本的な活用方法について習熟を図ります。対象教員の選定につい

ては、３月に実施を予定している文部科学省による「学校における教育の情報化の実態等に

関する調査」の結果を踏まえるほか、希望者も参加できるようにする予定です。これにより、

今年度導入したタブレット端末等ＩＣＴ機器類が一層活用できるように進めていきます。 

次に、４ページ目の中段「Ⅲ 信頼される学校づくり～教育環境の整備～」「１ 各学校

におけるカリキュラム・マネジメントの推進」「（１）校長のリーダーシップの確立と組織

としての機能強化」をご覧ください。「②組織体としての学校機能の強化」として、１項目

目「学校経営の支援機能の強化、分掌組織の改善や校務の効率化などの校務改善を推進しま

す。」では、校長会や副校長会を活用しながら、校務改善に向けた提案や情報交換を実施し

ます。さらに、５月８日に全校の教員が参加する授業改善研究会では、特別講演会として中

教審、学校における働き方改革特別部会委員の妹尾昌俊氏を招いて、教員の意識改善を図る

予定です。指導室所管分についての説明は以上です。 

○小堀教育総務課長 続いて、教育総務課所管事業について説明します。６ページをお開きく

ださい。基本施策「４ 質の高い教育の基盤となる環境の整備」「（１）着実かつ効果的な

施設保全の実現」についてです。教育総務課では、大きく、学校施設の老朽化対応と空調機

設置、さらにトイレ整備に関する三つの項目を掲げています。１点目の◎では老朽化対応と

して市が策定した計画に基づき、３１年度では記載の３校について改修を行っていきます。

２点目の◎はエアコン設置の取り組みについてですが、記載の学校の図工室にエアコンを設

置していきます。なお、ここに記載のない学校については既にエアコンが設置されている、

あるいは市の整備計画に基づく改修の中で取り付けられる学校です。３点目の◎はトイレ整

備に関する項目です。小中学校の体育館にあるトイレを全て洋式化していきます。小学校１

０校、中学校４校とありますが、これ以外の学校についても先ほどのエアコン同様、既に洋

式トイレが整備されている学校ということになります。 

○島崎学務課長 続きまして、学務課から説明します。教育総務課の説明に続き、同じく６ペ

ージの「４ 質の高い教育の基盤となる環境の整備」「（２）学校の適正規模・適正配置の

実施」です。平成３０年１２月に策定した「西部地域小学校再編成（下里小学校の閉校）に

向けた実施計画」をもとに、学校長、保護者代表及び教育委員会職員で統合準備会を組織し、

交流事業、統合後の通学路における安全及び児童の受け入れ等について検討し、円滑な統合

に向けた準備に取り組みます。計画の内容としては、３２年度（２０２０年）４月に下里小

学校を第十小学校に統合し、円滑な統合に向けて統合準備会を設置し、交流事業の実施また

教職員等の変化への対応、教育環境の整備等を行っていきたいと思います。なお、先週２月

１５日金曜日に、第１回統合準備会を開催しました。 

○森田生涯学習課長 続いて、生涯学習課から所管事業について説明します。「Ⅳ 生涯学習

社会の構築～生涯学習～」「１ 生涯にわたる学習活動の充実」「（１）学習・交流の機会

の提供と環境の整備」のうちの項番３になります。「竣工以来大規模改造工事を実施してい

ない生涯学習センターの老朽化対策として、トイレ改修工事を実施」していくとしています。  

続いて「２ 地域教育力の再構築と地域課題の解決」の「（２）放課後子供教室の推進」で

す。放課後子供教室は平成２７年度から小学校１３校のうちの３校で開始し、２９年度に３
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校、３０年度に１校を新たに開設してきました。今後ですが、事業を拡大した場合、現在の

受託事業者では人員の確保が困難ということから、地域の参画により新たな運営方法を検討

しながら実施校を拡大していくこととしています。続いて８ページの「４ 文化財の保護と

活用」です。「（２）文化財の活用と確実な伝承・継承の推進」のうちの項番３「東久留米

市歴史ライブラリー」シリーズとして、平成３０年度は東久留米市の戦争遺跡を発刊する予

定ですが、平成３１年度は第２巻として明治時代の市域の絵図をテーマとした（仮称）『東

久留米市の古地図』を刊行することとしています。最後に「５ 市民スポーツの振興」

「（１）市民スポーツの振興」「②スポーツ環境の整備」では、上の原地区に多様なスポー

ツに利用できる（仮称）「上の原屋外運動施設」を整備することとし、開設は来年１月を予

定しています。 

○佐藤図書館長 最後に図書館の事業計画です。７ページをお開きください。「３ 図書館サ

ービスの充実」「（１）図書館サービスの充実」です。初めに「①資料・情報提供の充実と

学習支援」です。今後も生活や仕事上の課題解決や学習に役立つ図書館サービスに努めてい

きますが、二つ目の◎をご覧ください。３１年度は中央図書館大規模改修工事設計委託に合

わせ、蔵書の保存スペースの検討や図書館資料収蔵計画の検討・策定を行っていきます。ま

た、五つ目の◎になりますが、こちらの設計委託の実施に合わせ、ユニバーサルデザインの

考え方に基づく環境整備のための検討、改善を行っていきます。次に「②地域資料・行政資

料の収集・保存」です。東久留米市立図書館地域資料収集基準に基づき、市に関する資料の

収集と保存を継続し、保存に適した環境の整備を図ります。また、関係部署と連携し、行政

資料に関する庁内での納本制度の周知を図りながら、体系的な収集及び提供を行います。続

いて三つ目の◎ですが、本年８月に中央図書館は開館４０周年を迎えます。迎えるに当たっ

ての関連事業を実施していく予定です。「③子ども読書活動の推進」については、今後も、

子ども読書活動を推進するとともに、「第３次東久留米市子ども読書活動推進計画」を策定

していきます。また、特別な支援を必要とする子どもに向けた資料及び多言語資料の充実に

努めていきます。最後に、「④効率的で持続可能な図書館運営の推進」については、「今後

の東久留米市立図書館の運営方針」に基づき、指定管理者選定に向けた業務仕様書（業務要

求水準書）の策定、組織体制の検討など、新たな図書館運営に向けた準備を進めていきます。 

○園田教育長 説明は終わりました。ご意見、ご質問はありますか。 

○宮下教育委員 指導室の事業の中で、目標値や回答率の数値として８０％、９０％、６０％、

７５％という数値が出てきましたが、その数値を出した根拠はありますか。 

○荒井統括指導主事 この数値は、全国学力学習状況調査あるいは東京都で実施している、学

力向上を図るための調査を参考にして出しています。指導室長が最初に説明しました１ペー

ジ目をご覧ください。「１ 個性を認め合う教育の推進」「（１）人権尊重教育の充実」

「②自己肯定感・自己有用感の醸成」の二つ目の◎で、「当てはまる」と回答した率８０％

とあります。今年度の春に実施した全国学力学習状況調査の学校質問紙によると、「当ては

まる」「おおむね当てはまる」まで含めると１００％になっていますが、「（明確に）当て

はまる」と回答した学校は小学校で３８.５％、中学校で５７.１％でした。「概ね」ではな

く、はっきりと「当てはまる」というところまで取り組みを進めたいと考え、このような数

値としています。 

○宮下教育委員 現状を見ながらの期待値ですね。分かりました。 
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  もう１点伺います。６ページの生涯学習センターの老朽化対策のことです。竣工以来大規

模改造を実施していないということでしたが、３１年度にはトイレの改修工事を進めていく

とあります。これからの見通しについて伺います。 

○森田生涯学習課長 ３１年度にトイレ改修工事を行い、平成３３年度、３４年度で残りの部

分の大規模改修を実施していく予定となっています。 

○宮下教育委員 トイレの洋式化を行ってから建物の改修に入るということですか。 

○森田生涯学習課長 そうです。 

○宮下教育委員 しかし、現状からすると早急に建物を改修してもらいたいですね。 

○馬場教育委員 生涯学習センターの建物の耐震については、ホールも含めて調査済みという

ことですか。 

○森田生涯学習課長 耐震については、一部、課題がある部分があります。そこについては平

成３３年度、３４年度で実施していく予定です。 

○園田教育長 ほかにいかがですか。よろしいですか。よろしければ採決に入らせていただき

ます。「議案第８号 「東久留米市第２次教育振興基本計画 平成３１年度事業計画」の策

定について」を採決します。本案を可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

（全員挙手） 

全員挙手であります。よって議案第８号は承認することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○園田教育長 日程第２、「議案第９号 請願に対する回答について（「教科書採択に関する

請願」）を議題とします。教育部長から説明をお願いします。 

○森田教育部長 「議案第９号 請願に対する回答について（「教科書採択に関する請願」）、

上記の議案を提出する。平成３１年２月１８日提出。東久留米市教育委員会教育長、園田喜

雄。提案理由ですが、市教育委員会に提出された請願について見解を示す必要があるためで

す。詳しくは指導室長から説明します。 

○宍戸指導室長 教科書採択に関する請願が提出されましたので、その回答について説明しま

す。本市の教科用図書採択業務は法令に基づいて実施しています。市民の皆様からは、より

適切な閲覧場所の確保などのご意見をいただき、できる限り対応を進めてきました。今回の

請願の内容について検討した結果、現実的な課題から、ご要望に沿うことが難しい現状にあ

ることが分かりました。一例としましては、教科用図書の見本本については文部科学省が送

付冊数を決定しています。そのため、展示場所を増やすことは難しい実態があります。 

  それでは、請願書を読み上げさせていただきます。 

「２０１９年１月１８日、東久留米市教育委員会、教育長、園田喜雄様。東久留米の教育を

考える会、東久留米の教科書を考える会、東久留米九条の会、くらしを守る革新東久留米の

会、新日本婦人の会東久留米支部、東久留米母親連絡会、上記６団体連絡者、倉本朝夫。教

科書採択に関する請願。私たちはこれまで公立学校教科書の採択にあたり、貴教育委員会に

要望を提出してまいりました。一部の要望をお取り上げ下さったことに感謝いたします。さ

て、今年は小学校の教科書の採択が行われます。私たちは子どもたちの健やかな成長を願い、

その使う教科書がより良いものであるようにと教科書採択に関心を寄せるものです。今年の

教科書採択にあたって、下記事項を請願いたします。記。１. 東久留米市教科用図書採択要
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綱について。（採択の方針）第２条２（２）「市民及び学校等の意見を参考にすること」と

なっていますが、「市民及び現場の学校の教員に検討時間を充分保障し、その意見を最大限

尊重すること」としてください。２．教科書の展示場所を市役所と中央図書館だけでなく、

多くの市民が気軽に立ち寄れるよう展示場所を増やしてください。３．採択を行う教育委員

会の期日を制度が許す限り極力遅くして（８月下旬）、教科書の展示期間を延長してくださ

い。４．市民用、教員用の見本本の数を増やしてください。５．各学校で教職員が見本本を

検討する時間を保障してください。採用対象の学校のみの回覧でいいのではないでしょうか。  

６．展示会場で出された市民意見は各教科書への意見のみならず、すべての意見を公開して

ください。７．採択した教科書だけでなく、展示した全教科書を中央図書館の書架に並べて

ください。８．以上について、教育委員会と私たちとの懇談の場を設けてください。」 

  以上です。これに対する回答案文を読み上げます。 

  「東久留米の教育を考える会、東久留米の教科書を考える会、東久留米九条の会、くらし 

を守る革新東久留米の会、新日本婦人の会東久留米支部、東久留米母親連絡会、連絡責任者 

倉本朝夫様。東久留米市教育委員会。請願に対する回答。貴会から提出された２０１９年１ 

月１８日付「教科書採択に関する請願」に、以下の通り回答します。東久留米市立小・中学 

校の教科用図書採択につきましては、東久留米市教育委員会訓令乙第３号「東久留米市教科 

用図書採択要綱」に基づいて実施しております。市民及び学校等の意見を参考にし、教育委 

員会にて公開の場で十分に議論しながら、公平・公正な立場から児童・生徒の健全育成に資 

する採択を行うよう進めているところです。市民の皆様のご意見を参考にするために、市民 

の皆様が十分に教科用図書を閲覧する時間や場所を確保できるよう努力しておりますが、検 

討は、文部科学省から見本となる教科用図書が送付されてから行われており、送付される見 

本本の冊数は文部科学省が決定しております。また、本市の進める小中連携教育の観点から、 

引き続き、小中学校相互の意見も参考にして適切な教科用図書採択を行う必要があります。 

教育委員会は、市民の皆様からお寄せいただいた教科書採択に係る意見のすべてに目を通し 

ておりますが、教科用図書採択の場では、議論を焦点化するために、教科用図書そのものに 

対するご意見のみを資料としております。中央図書館への配架については、スペースの問題 

から、現在実現しておりません。それぞれのご要望に対し、現実的な課題から、ご要望に添 

うことは難しい現状にあります。市民の皆様との懇談につきましては、個別の事案が話題に 

上った場合、教科用図書の採択に影響が生じる懸念が残ることから、採択に関わる事務手続 

き期間外の検討させていただきます。今後も、法令や通知に従い、適正かつ公正な採択を進 

めてまいります。」 

  以上、回答文案についてご審議をお願いします。 

○園田教育長 説明が終わりました。ご意見、ご質問はありますか。 

○宮下教育委員 ３番目に「教科書の展示期間を延長してください。」とありますが、展示に

は法定的な期間がありますね。そのことを説明してもらった方がいいかと思いますが。 

○荒井統括指導主事 年度により通知の日付が異なっていますが、都及び国からは概ね８月下

旬までに報告をするようにということで、期日が決まっています。制度が許す限り極力遅く

してほしいということですが、指導室としましては、８月上旬に採択を行っていただいてい

ますが、場合によっては再度審議が必要である、さらに議論を重ねる必要があるということ

になった場合には、再度、教育委員会を開催する必要があります。そのため、日程的な余裕
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を持つために、８月上旬に採択を設定しています。 

○宮下教育委員 法定展示の期間についてはいかがですか。 

○荒井統括指導主事 法定展示の期間は２週間です。 

○園田教育長 よろしいですか。よろしければ採決に入らせていただきます。「議案第９号 

請願に対する回答について（「教科書採択に関する請願」）」についてを採決します。本案

を可決することに賛成の委員の挙手を求めます。 

（全員挙手） 

全員挙手です。よって議案第９号は承認することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  ◎諸報告 

○園田教育長 日程第３、諸報告に入ります。 

○小堀教育総務課長 事務局から１点報告があります。既にお認めをいただいている「東久留

米市第２次教育振興基本計画」の内容の一部差し替えについてです。当該計画の１５ページ、

基本施策の２「規範意識や他人への思いやりなど豊かな心を育む教育の推進」の「現状と課

題」に係る文章中に誤植がありました。「現状と課題」の文章中、２段落目「地域社会など

でボランティア活動に参加したことがありますか」に対する回答において、小学校では従前

５１.６％と記載していたもの２８.３％に、続く中学校では従前７２.８％と記載のあった

ものを５５.０％に修正させていただきました。単純な誤りですので、差し替えの対応をお

願いします。なお、この間に各所に配布したものについても適切に修正の対応をしていきま

す。お詫びを申し上げ報告させていただきます。 

○園田教育長 説明が終わりました。これについてご質問、ご意見はありますか。よろしいで

すか。では以後気をつけるようにお願いします。そのほか、いかがですか。それでは、委員

から何かありますか。 

○馬場教育委員 先月の１月２３日になりますが、文部科学省主催の全国市町村教育委員研究

協議会に宮下委員と私が出席しました。新たに教育委員になった方のための講演があり、そ

の後、初等中等教育の施策の動向についての説明等があり、続いて、分科会に分かれての勉

強会がありました。私たちは「いじめ対策、不登校支援について」の分化会に入りましたが、

そこでは全国の具体的ないじめ対策の対応についての発表等がありました。全国の教育委員

の方々と話し合いもさせていただくなどし、大変貴重な経験となりました。文部科学省の資

料についても役所仕事というものではなく、国を挙げていじめをなくしていこうという文部

科学省の熱い思いが伝わるもので、また、この分科会に参加された教育委員の皆様の思いも

感じることができました。何度も話に出たことは、いじめの重大事態に対するガイドライン

の策定や全教職員に対する意識改革が必要であること。いじめがあることが悪ではなく、あ

った場合には報告を必ずすること。報告を怠ると懲戒処分にあたる重大なことであるという

ことを教員はどれぐらい知っているのかと。「教員に問題がある」「いや、教員は頑張って

いる」という双方の意見がありましたが、どちらも本当だと思いました。大阪の茨木市では

小中高、さらに幼稚園までに「いじめをなくそう」というキャンペーン冊子を作って配布し

たり、昼食時には「いじめをしない」という、子どもたちが作った曲を流すとかの取り組み

が紹介されました。ＳＣ（スクールソーシャルワーカー）とは別に、ライフコンダクターと

言って、民生委員が市内中に「電話を待っています」という活動をしている足立区の事例も
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紹介されました。また、そういう相談を受けている弁護士出身の教育委員の発表もあり、大

変勉強になりました。今後、東久留米市でも具体的にどういうことができるか、私は、今ま

で以上に取り組んでいきたいと思いました。 

○園田教育長 ありがとうございます。そのほか、いかがですか。 

○細田教育委員 １月２９日に、研究推進校に指定された南町小学校の研究発表会に、園田教

育長、尾関委員、宮下委員と私が出席しました。研究テーマは「人間関係を深め、主体的に

行動できる児童の育成」です。授業を参観後、低学年部会、中学年部会、高学年部会、特別

支援部会の四つの部会に分かれました。いずれの会も、課題に対してＰＤＣＡサイクルを繰

り返し全員で共有し、改善の方法を話し合うなど、より良い実践を目指す結論が導き出され

ていました。こういったことが学習意欲の向上やいじめの未然防止、道徳教育の充実などに

つながるのだと思いました。続いて、国立教育政策研究所教育課程研究センター教育開発部

の研究員の方が講演されましたが、テーマは「人間関係を深め、主体的に行動できる児童を

育成する特別活動」でした。とても参考になりました。 

○宮下教育委員 続いて、２月７日になりますが、神宝小学校が「カリキュラムマネジメント

を通した学校の創造」と題して、２カ年の研究の成果を対外的に発表されました。尾関委員、

細田委員と私が出席しました。「カリキュラムマネジメント」という文言は、今回の学習指

導要領の改訂のキーワードの一つでして、その具体的な取り組みが注目されています。特に、

授業レベルや授業の構成について各教科で取り組まれたことは、理解の拡散に役立ったと思

います。学年別協議会は授業についての考え方や質問を相互に話し合うことができる対話型

で進められ、学びの質を高め合うことができたと強く感じました。 

○尾関教育委員 続いて、２月８日になりますが、生涯学習センターで、特別支援教育研究会

による「劇と音楽の会」が開催され、教育長と教育委員全員が出席しました。これは小平市、

清瀬市、西東京市と東大和市などの全１５校の中学校の子どもたちの劇や音楽の発表会でし

た。発表された内容はとてもハイレベルだった印象を受けました。各市とも特別支援学級の

活動はとてもしっかりやっておられるのを目の当たりにしたと思っています。 

○園田教育長 馬場委員の報告の中で、いじめに関しての話があり、その中で、「いじめがあ

ることが悪ではない。報告をすることが大切である。」という報告がありました。その点に

ついてはまさに私どもも心配しているところです。冒頭、説明があった第２次教育振興基本

計画の３１年度の事業計画の中の目標値について、指導室長から、いじめの発生率の学校間

格差を前年度よりも縮小したいという目標設定の説明がありましたが、学校によって発生率

の掌握に相当な差があり、少ないところは２桁前半、多いところでは３桁に及んでいます。

学校規模に差があるにしてもそこまでの差が出るのは少し不自然なところがあるということ

で、どんな小さなことでも把握して防止に努めることが大事なのだという指導をこの間ずっ

とやってきています。今後も、小さないじめも見逃さないということを目標設定に掲げてい

きます。 

  また、委員から研究発表のご紹介が幾つかありましたが、今週も２校でありますのでご出

席いただければと思います。ほかにありますか。 

○宮下教育委員 もう一つ報告させていただきます。２月１３日に東久留米市小中学校授業改

善研究発表会が、生涯学習センターで行われました。細田委員、馬場委員と私が出席しまし

た。ここでは全小中学校の教職員が一堂に集い、主体的に研究された実践報告の成果発表会
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でした。今年度は外国語活動、保健体育及び特別活動の教科領域についての小・中学校にお

ける実践報告がありました。授業の映像も紹介され、研究の成果が見える化で進められてき

ており、各学校の授業の参考に供したと私は強く感じたところです。 

○園田教育長 ありがとうございます。そのほか、よろしいですか。 

  よろしければ、以上で公開の会議を終わります。傍聴の方はご退席をお願いします。 

（傍聴者退室） 

（公開の会議を閉じる） 

（非公開の会議を開く） 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

   ※平成３１年第２回教育委員会臨時会は非公開の会議終了後に閉会しました。 
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